
秋の学校風景 
９月のとある日、２年生の教室から、「あれ、

すずむしがないている～♪」と、子どもたちの

元気な歌声が響いてきました。その声に誘われ

歩いていくと、廊下では「リーンリーン」と秋の

虫たちが美しく鳴いていました。小学校ならで

はの光景です。 

生活科の学習で、１年生と２年生が体育館裏

手で秋の虫探しをしました。バッタをたくさん 

捕まえた１年生より一週間遅れで虫取りをした

２年生は、たくさんのこおろぎを発見しました。

「暑さ寒さも彼岸まで」と言われるように、季

節は確実に進んでいるようです。 

さて、先週金曜日には、第２回目の学校公開が

開かれました。平日にもかかわらず多くの方々

にお越しいただきました。午後からは、今年度

初の試みである 

「クリーンデー①」にも、 

130名以上の参加があり、 

子どもと一緒に汗を流し 

ていただきました。 

普段手の届かない場所 

を掃除してくださったり、 

ほうきやぞうきんの使い方を指導してくださっ

たり、あちらこちらですてきな関わりが見られ

ました。 

日頃の学校教育、PTA活動へご理解をいただ

き、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 ９月 19日（木）、２学期最初の代表委員会が

行われ、運動会テーマが決定しました。「一致団

結～元気よく、思い出に残る運動会にしよう～」

です。 

 この代表委員会の前に、まず各学級で「どん

な運動会にしたいか」を話し合い、子どもたち

の声を拾い上げました。その後、企画委員会の

５・６年生が話し合い、決定したのがこのテー

マです。 

「一致団結」とは、共通の目的やゴールに向

けて協力することです。思いが同じ方向に向い

てないと成し遂げることはできません。そこで

翌週には、学年団（低・中・高学年の２学年ずつ）

で集会を開き、出場種目について確認したり、

さらに具体的な目標を設定したりしました。 

今週は、音楽委員会の 

子どもたちが各学級に 

出向き、運動会の歌 

「ゴーゴーゴー」の 

振り付けの指導を行い 

ました。ワンフレーズ 

ずつ動きの手本をみせ、 

同じようにまねをしてもらいました。委員会の

子どもたちの大きなジェスチャーと、わかりや

すいかけ声のおかげで、低学年の子どもたちも

あっという間に覚えてしまいました。 

 「ゴーゴーゴー」は、同じ節（リズム）の中に、

赤組と白組の異なるメロディーラインをもつ、

とても楽しい歌です。両組が重ねて歌う場面も

あるので、自然と競い合う気持ちが高まります。 

運動会に向けて、それぞれの委員会にそれぞ

れの持ち場があります。あまり目立たない陰の

力ですが、運動会を成功させるためには大切な

活動です。こうした子どもたちの活動にも、ぜ

ひ目を向けていただけると嬉しいです。 

運動会へ向けて「一致団結」の気持ちが少し

ずつ高まってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 度  開 成 町 立 開 成 小 学 校 学 校 だ よ り   第 ７ 号 

 

        令和６年 10月３日（木）発行    校長 津田 千由美 

◆第２回学校運営協議会を終えて◆ 

 ９月 27日（金）、第 2回学校運営協議会が行われ

ました。この日は学校公開日でしたので、３時間目

の授業を参観していただきました。以下は、委員の

方々からいただいた主なご意見や感想です。 

〇ICT機器を活用することで、今何をしているのか

が焦点化され、子どもたちの集中力が高まってい

るように感じられた。 

〇保護者の参観態度やマナーが大変よく、子どもた

ちも適度な緊張感をもって授業に臨んでいた。 

〇廊下の掲示物が楽しく、工夫されていた。 

△雨漏りやトイレの排水の問題など、建物の老朽化

が目立った。 

△保護者の参観がなくても、どの子も意欲的に授業

に参加できるようにしていきたい。 

 今後も、保護者や地域の皆様と協働しながら、

よりよい教育活動へ向けて改善を重ねてまいりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 ９月 11日（水）は、子どもたち手作りの案山

子とお別れの日でした。朝から気温が 30 度近

くまで上がり、「秋」とは思えない陽気でしたが、

５年生の子どもたちは稲刈りでたくさんの汗を

流しました。 

 田植え時のか細かった稲が、分げつを繰り返

し、約３か月の時を経て丈夫な稲に育ちました。

米作りの師匠である鳥海先生が、日々水の管理

や草取りなどしてくださったおかげです。鳥海

先生が稲を刈るときの要領を教えてくださいま

したが、実際にやってみると、なかなかうまくい

きません。 

「師匠のように、一気に切れない」「むずかしい」 

と言っていた子どもたちも、数をこなすうちに

だんだんと手際が良くなり、終盤には「サクッ」

と気持ちよく切れるようになってきました。 

 長袖長ズボンはあっという間に汗でびっしょ

り。それでも、子どもたちの表情は達成感で溢れ

ていました。 

５年生は、この後も米作り 

の総合の学習が続きます。 

子どもたちの興味関心が 

どのように広がり、どのように 

収束していくのか楽しみです。 

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
１
才
の
お
孫
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
を
追
っ
か
け
て
は
転

び
、
ド
ア
に
ぶ
つ
か
っ
て
は
転
び
…
そ
の
都
度
大
泣
き
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
バ

ア
バ
は
泣
き
止
ま
せ
る
コ
ツ
を
知
っ
て
い
ま
す
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「
痛
か
っ
た
、
痛
か
っ
た
。
イ
タ
イ
イ
タ
イ
の
ジ
イ
ジ
の
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
い

け
～
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ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
な
が
ら
、
言
う
の
で
す
。
す
る
と
、
さ
っ
き
の
パ
ニ
ッ
ク

は
ウ
ソ
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
泣
き
止
み
ま
す
。 

こ
れ
を
小
学
生
に
置
き
換
え
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。 

開
成
小
学
校
の
保
健
室
の
先
生
の
対
応
は
、
神
業
で
す
。 

怒
り
や
不
安
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
え
て
保
健
室
に
来
室
す
る
子

ど
も
た
ち
…
共
通
言
語
は
、「
ム
カ
つ
く
」「
う
ざ
い
」
で
す
。
こ
う
い
う
と
き

は
、
決
し
て
無
理
に
話
を
聴
き
だ
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
程
よ
い
距
離
感
を
保

ち
な
が
ら
、「
あ
な
た
の
こ
と
、
心
配
し
て
い
る
よ
」
と
い
う
オ
ー
ラ
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
子
ど
も
は
、
な
ぜ
イ
ラ
つ
い
て
い
る
の
か
、
何
が
嫌
だ
っ

た
の
か
を
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
語
り
出
し
ま
す
。
保
健
室
の
先
生
は
、
最
後
ま
で

じ
っ
く
り
聴
き
、 

「
そ
う
か
、
～
が
嫌
だ
っ
た
ん
だ
ね
」 

「
そ
う
か
、
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
な
い
か
ら
、
そ
れ
も
あ
っ
て
イ
ラ
つ
い
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
ね
」 

と
。
そ
の
子
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
し
た
言
葉
に
言
い
換
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
ム
カ
つ
く
」「
う
ざ
い
」
と
し
か
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
気
持
ち
が
、
こ
う
し

て
整
理
さ
れ
、
受
け
止
め
て
も
ら
っ
た
安
心
感
に
変
わ
り
ま
す
。
さ
っ
き
ま
で

あ
ん
な
に
目
が
吊
り
上
が
っ
て
い
た
子
ど
も
も
、
潮
が
引
い
た
よ
う
に
穏
や
か

な
表
情
を
取
り
戻
し
、
教
室
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
物
事
が
解
決
さ
れ
な
く
て

も
、
で
す
。 

  

子
ど
も
が
挫
折
や
失
敗
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
育
つ
に
は
、
つ
ら
い
体

験
を
減
ら
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挫
折
や
失
敗
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
受
け
止
め
て
も
ら
え
た
と
い
う
安
心
感
が
、
子
ど
も
の
心

を
育
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
、
家
で
辛
い
こ
と
や
嫌
だ
っ
た
こ
と
を 

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
秋
の
夜
長
、
じ
っ
く
り
と
子
ど
も
の
声
に 

耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
親
の
感
情
は
ひ
と
ま
ず 

脇
に
置
い
て
…
。 

９月 20日（金）、４年生が社会科の学

習で「自然災害にそなえるまちづくり」

について学びました。開成町環境防災課

の方にお越しいただき、講話と避難テン

トの設営体験をしました。 

災害時には、開成小学校の体育館が避

難所になります。体育館のピロティには

防災倉庫があり、食料品や飲料水、毛布

などが備蓄されています。普段、倉庫は

施錠されているため、中を見ることはで

きませんが、この日は特別に見ることが

できました。 

想定通り、子どもたちの関心はテント

の設営。初めての経験でしたが、講師の

方の説明を聞き、友達と協力しながら自

分たちで設営することができました。 

災害時には、「自助・共助・公助」の精神

が大切であるという言葉が 

心に残りました。災害はいつやって 

くるかわかりません。この日の学びは、 

命を守ることに直結することでしょう。 


